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Night	Fantasies	 (1980)	 from	the	middle	period	are	his	 two	monumental	piano	works.	The	
juxtaposition	of	 these	 two	works	clearly	 tells	 the	stylistic	characters	of	his	early	 to	middle	
periods,	which	are	very	abstruse	and	technically	complex.	Whereas	his	 late	works	are	more	
diverse	than	ever	with	much	humor,	startling	surprises,	and	transparency.
Ⅰ　エリオット・カーター Elliott Carter (1908-2012)
　一世紀を越え生き抜いたエリオット・カーター Elliott	Carter	(1908-2012)	は世の中の音楽の進
展・風習に惑わされることなく、常に自分と向き合い、自身の音楽言語を見据え、亡くなるまで
進展を続けたアメリカを代表する作曲家である。1908 年ニューヨークに生まれ、2012 年に 103
歳と 11 ヶ月でニューヨークにて没した。幼少時代をヨーロッパで過ごしたためヨーロッパ文化の





















彼は作品が初めて出版された 1936 年から、2012 年の 11 月に 103 歳で亡くなるまで現役であっ
たので、76 年に渡り作曲を続けたことになり、それ以前の学生時代も含めると、合計 86 年以上
に渡り作品を書き続けたことになる。彼の長い作曲人生は、初期、中期、後期と 3 つの時代に分
けることができ、5つの弦楽四重奏同様、ピアノソロ作品もこの 3つの幅広い時期に渡り作曲され


































































































の曲のために、既に 50 曲分に値する程のスケッチを書き貯めている」12 と語っているように、ス

































































































dio.org/features/interview_carter.html.（最終閲覧日　2016 年 12 月 26日）
The	John	Tusa	Interviews	on	Radio	3	Now	UK.	Available	at:	
http://www.bbc.co.uk/programmes/p00nc167（最終閲覧日　2016 年 12 月 26日）
Carter’s	preface	to	Night	Fantasies
Carter’s	preface	to	Caténaires
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